
























































































































大百科辞典です。?Encyclope?die,ou dictionnaire raisonne?des sciences,








































































































































































































































































































































































































































































































































































の中で論文を発表したんですが，その論文が?The historical roots of
 
our ecologic crisis?「現代の我々の生態学的な危機の歴史的な源泉はど
こにあるか」という論考です。そしてそれをキリスト教に求めたんです
ね。このリン・ホワイトという人は。
20世紀の半ばすぎに，彼は，近代科学技術文明を―?「地球」と言う言
葉さえ使っているんですが―?それを生み育てたものがキリスト教であ
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ると，そう言うんです。それはしかし，科学を礼賛し，だからキリスト
教が生んだのは立派であった，といいたいのではなくて，むしろ告発し
たんですね。
どういう意味でかというと，これはまた「創世記」に戻るんですが，
「創世記」の世界創造の最後の日，神が人間を創った後，何と言ったかと
いうと，「産めよ，殖えよ，地に満ちよ」という有名な言葉がある。その
後，「空を飛ぶ鳥，地を這うもの全てを支配しなさい」という言葉が出て
くるわけですね。これをラテン語では?dominium terrae?「地の支配」
というんですけれども。つまり神は人間に，人間のすむ大地，世界を支
配させようとしている。それを人間は受け止めて，自分勝手にやりたい
ことをやったもんだから，今や生態学的な危機が訪れているんだ，とい
うのがリン・ホワイトの言い分なわけです。
つまり，かつての啓蒙主義的な歴史観に従えば，キリスト教は近代科
学技術文明に対して敵だったわけです。今度は一転して，一転どころか
360度転換して，むしろ近代科学技術文明を生んだ責任者として弾劾さ
れている，というのが実は今日の状況の少なくともある部分ではある，
ということはわかっていただければと思います。
ただですね，私はこのリン・ホワイトの言い分と言うのは，少し片手
落ちだ，と思います。なぜかというと18世紀以前に，キリスト教が支配
していたヨーロッパ世界に，極端な自然収奪が起こったか，ということ
なんです。なるほどヨーロッパの自然林っていうのはほとんどないんで
すね，今は。ドイツの有名な「シュヴァルツヴァルト」，「黒い森」と言
われているあの鬱蒼と茂った森たちも，実はあれは人工林です。イギリ
スなんかでは，17世紀から18世紀にかけて，もう完全に薪がなくなって
しまって，たいへんなことになった。まあそれから石炭が使われるよう
になるわけですが。
ただ，現在私たちが考えているような科学技術文明における自然収奪
とは意味が違う。だって，薪をたいているのはどこでもやってきた。牧
畜民族は放牧をして緑を枯らしてきました。メソポタミア文明だって，
キリスト教とは全く無関係なのに，砂漠を作っちゃいました。そうする
とですね，どうもそうじゃないんじゃないか。つまり18世紀啓蒙主義以
後に，人間が，自分の理性だけで自然を管理し支配していいんだ，とい
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う発想を持ったことが間違いだったんじゃないか。
リン・ホワイトは，キリスト教の中にも救いはある，というんですね。
それは，アッシジの聖フランチェスコ。ご存知のように，アッシジの聖
フランチェスコは太陽を兄弟とし月を姉妹とした。そして，動物と語り，
小鳥と語り，常に全ての被造物は人間の友である，という立場に立った
わけで，彼らを支配しようとはしなかった。
確かにそうなんですけれど，ただ，この告発が意味しているところに，
キリスト教，あるいはユダヤ教を含めてもいいかもしれませんが，「人間
中心主義」があることだけは確かだ。それを?anthropocentricism?と
いう言葉で呼んでいます。?anthropo?というのはギリシア語で「人間」
ですね，「人」ですね。?pithecus?が「猿」ですから，?pithecanthropus?
というと「猿的人」，?pithecusanthropos?で「猿的人，猿人」になるわ
けね。ですから?anthropology?というと「人間学，人類学」です。
?anthropocentricism?で「人間中心主義」。確かに，被造物の中で人間
だけが特別な存在であることは確かだ。それをどういうふうに考えて行
くか。これを最後に考えたい。
例えばね，日本で考えてみますと，日本の風土病に日本住血吸虫症と
いうのがありました。汚染地域は北九州の一部，広島，それから山梨。
いずれも河川が非常に豊富にあるところで，淡水貝であるミヤイリガイ
というのが中間宿主で，日本住血吸虫というのが体内に入りまして，そ
のミヤイリガイの中で育った幼生が，田んぼの中なんかで傷から人間の
体に入って，肝臓を冒して死に至らしめるというけっこう怖い病気です
が，そのミヤイリガイは，一応絶滅したってことになっています。北九
州の一部でですね，このミヤイリガイを絶滅させちゃったもんだから，
供養塔を立てた。供養塔というのは，写真を見ましたけれど，なかなか
日本人は味なことをやると思うんですけどね。
実は日本で完全に絶滅はしてないそうですけれども，たとえミヤイリ
ガイが絶滅したからといって―?現在，国際生物多様性の条約が結ばれ
ていて，締約国がこの10月に名古屋に集まりますが―?いわゆる世界の
動物や生物を保護することをうたう人たちが，ミヤイリガイを絶滅危惧
種には指定しませんよね。あるいは狂犬病や，痘瘡，天然痘のウイルス
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が絶滅したからといって，誰も文句を言わない。
だとすると，我々はべつにユダヤ，キリスト教の思想に基づかなくて
も，―?確かに仏教には全ての生命を大切にする，という思想はあるんだ
けれども，その仏教徒でさえも―?ミヤイリガイの絶滅に文句は言わな
いだろうと。天然痘のウイルスの絶滅に文句を言わないだろう。まあ実
は天然痘のウイルスも完全には絶滅はしていない。世界でロシアとアメ
リカに保護されているんですが。何か起こったときにもう一回ワクチン
を作るために用意してある。
つまり，どの世界だろうと，人間の便宜を全く無視した「全ての生命
を大事にしましょう」という発想は，いったいできるのかどうか。それ
は，我々は自分自身に問いかけるべきだ。キリスト教の「人間中心主義」
というものをどう理解するかということと同時に，キリスト教を離れた，
ある種の「人間中心主義」というものから私たちは逃れられるのかどう
か，ということをあわせて考えながら，少しずつ考えを進めていくのが
妥当ではないだろうか。
現在，特にプロテスタントのキリスト教の世界から，あの「支配せよ」
というのは，実は「管理しなさい」ではなく，「人間が自然のお世話役，
スチュワード，スチュワーデスになりなさい」という理解で進めていこ
うじゃないか，という考え方も出てきています。
現在，我々の中にある「人間中心主義」というものをどう評価するか
ということを，たまたま，国際生物多様性年でもあるので，話題の最後
のところは，そんなお話をしてみました。
つたない話で申し訳ありませんでしたが，ご清聴ありがとうございま
した。
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